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甲良町議会９月定例会が６日開会され、令和２年度一般会計ほか８つの特別会計決算、その他の議案等の審議がはじまりました。


滋賀県農民組合連合会（田口源太郎会長）から提出された「コロナ禍による米の需給改善と米価下落の対策を求める請願」を西澤議員が紹介議員となり提案。西澤議員は東びわこ農協の資料（左下別掲）を示しながら、一俵（60㎏）３０００円の減収で千俵収穫している農家（法人）であれば３００万円の減収。甲良町の作付面積の３割減反として換算すると、約１億６５０万円の減収となり、本町の主要産業が大打撃を受け、農家の収入が激減すると訴え。全会一致の採択となりました。








【請願趣旨】


新型コロナウイルスの感染拡大による需要の「消失」から2020年産米の過大な流通在庫


が生まれました。しかし、政府が有効な手立てをとらなかったため、2020年産米の市場価格は大暴落しました。


政府は、３６万㌧の上乗せ「減反」を打ち出し、農家は米暴落の危機感から飼料米への転換が行われたが、感染拡大によるさらなる消費減少と相まって、2021年産米の昨年以上の米価下落が危惧されています。


コロナ禍の需要減少による「過剰在庫」分は、国が責任をもって市場隔離すべきであり、その責任を生産者・流通業者に押し付けることは許されません。


政府の責任による緊急買入などの、特別な隔離対策が絶対に必要です。


同時に、国内需給には必要がないミニマムアクセス輸入米は、毎年77万㌧も輸入されています。国内消費量はミニマムアクセス米輸入開始以来の26年間で4分の3に減少したにもかかわらず、一切見直されていません。せめてバター・脱脂粉乳並みに不要なミニマムアクセス米の輸入数量を調整するなど、国内産米優先の米政策に転換することが必要です。


コロナ禍の中、全国各地で取り組まれている食糧支援には、収入減で「1日1食」に切り詰めるなど、「食べたくても食べられない」方が多数訪れ、米をはじめとする食料配布が歓迎されています。行き場を失った農産物を政府の責任で買い取り、困窮する国民に提供することが、今こそ求められています。


コロナ禍という、かつて経験したことのない危機的事態のなかで、農業者の経営と地域経済を守るためには、従来の政策的枠組みにとらわれない対策が求められます。以上の趣旨から、下記事項についての意見書を政府関係機関に提出することを請願します。


【請願事項】


コロナ禍の需要減少による過剰在庫を政府が緊急に買入れ、米の需給環境を改善し、米価下落に歯止めをかけること。


政府が買い上げた米をコロナ禍などによる生活困難者・学生などへの食料支援で活用すること。


国内消費に必要のない外国産米（ミニマムアクセス米）の輸入を当面、国産米の需給状況に応じた輸入数量調整を実施すること。








令和2年・3年産米の買取価格比較＝東びわこ資料より


品種�
区分�
令和3年�
令和2年�
�
コシヒカリ�
環境こだわり米�
12,000�
13,700�
�
コシヒカリ�
東びわこ米�
11,700�
13,400�
�
みずかがみ�
環境こだわり米�
11,200�
13,400�
�
キヌヒカリ�
東びわこ米�
10,000�
12,500�
�
日本晴�
東びわこ米�
10,000�
12,500�
�






ご相談・ご要望をどうぞ。　　☆くらし・税金・教育などの相談は　西澤伸明38‐4949　丸山光雄38‐3123


◎日本共産党の見解を紹介します。メール　shigakoura.jcp@ares.eonet.ne.jp　ホームページもごらんください【「西澤伸明」で検索】
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市民連合と立憲野党の政策合意にあたっての声明（抜粋）


（市民連合ＨＰより）





９月８日、市民連合が要請した、衆議院選挙を戦う際の基本的な政策について、立憲民主党、日本共産党、社会民主党、れいわ新選組の各党首がこれを受け入れ、本格的な野党協力の体制を確立することができた。このことは日本の民主主義を回復するための貴重な一歩であり、関係各位の努力と英断に深い謝意を表したい。国民民主党には、野党と市民の協力に結集することを引き続き求めたい。


　菅義偉首相は、自民党総裁選挙での再選が難しいと見るや、いち早く退陣を表明し、自民党総裁選挙を華々しく行うことで、菅政権に対する国民の不満、不信をそらそうとしている。新型コロナウイルスの危機をここまで深刻化させ、有効な政策を打てていないことは、菅首相個人の能力の問題だけでなく、安倍晋三前首相以来の政権及び自民党の体質の帰結である。それゆえ、だれが首相になっても、これまでの自民党政治の厳しい総括なしには、有効な政策を実行することはできない。　


　この政策合意は、国民本位の政治を実現するための第一歩である。我々が生命と生活を守るために、さらに、個人が尊重され、自由に生きられる伸びやかな社会を作るために、我々は全力を挙げてこの選挙を戦い抜きたい。





「しんぶん赤旗」９月10日より





▶共通政策に合意した野党４党党首と市民連合役員のみなさん＝市民連合ＨＰより








